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　問題　

図のような頂角が， である二等辺三角形

で，辺上に となる点，　　　　　　　　　　図

辺上に となる点をとったとき，

の大きさを求めよ。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　



図のように，点より辺に平行な直線をひき，辺との交点をとする。

さらに，直線と直線の交点をとし，とを結ぶ。

 より，，，より，

△△　よって， 　であり，　　　　　　　

△と△は正三角形である。……①

仮定より， ，①より，　　ゆえに，

つまり，，よって，　　　　　　　　　　　　　　　

すなわち， ，また①より， ，　

以上より，△△，　ゆえに， 

①より，，したがって，　　　

 
（続）ラングレーの問題 
この問題は，1922 年 10 月に，イギリスの数学者エドワード・マン・ラングレー（1851～1933）に

よって " A Problem " のタイトルで発表された有名な問題である。引き続き解を考えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 



とする。 より，



，　よって，






また， 　　 

△と△で，　 ……①

   ，　



  

ここで，積を和に直す公式より，        

ゆえに，，　対応する辺の比とその間の角が等しいから，

△△　　　したがって， 　　
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解説 今回の解答 3 は，やはり補助線 EFが決め手となっている。正三角形を効果的に使い，

最後は三角形の合同で締めくくっている。それに対して解答 4 は，三角形の相似を予想して，  

2辺の比が等しいことを示し，一気に答えを導いており，三角関数の効果的な利用がある。 
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